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1.原罪 2.サタンを滅ぼしたキリスト 3聖く生きる方法 メモ

▲人間は原罪の故に偶像崇拝に陥っており腐敗して

いる。しかし本来の人間は神様の祝福があった。

(1)本来の人間に世を統治する力を与えた(創 1:28)
―王の権威を人間に与えた。

(2)人間に神様に礼拝を出来る祝福を与えた。
－祭司の権威を与えた。

(3)神様の契約を宣べ伝える祝福を与えた。
－預言者の権威を与えた。

1)完全腐敗－ローマ 5:12(そういうわけで、ちょうど
ひとりの人によって罪が世界にはいり、罪によって

死がはいり、こうして死が全人類に広がったのと同

様に-それというのも全人類が罪を犯したからです)
(1)悪魔がアダムとエバを騙し、全人類が罪の中に
溺れるようになってしまった－全人類が腐敗した。

(2)詩 51:5(ああ、私は咎ある者として生まれ、罪あ
る者として母は私をみごもりました)
①罪ある子供として人間は生まれた。

②それで罪の道に歩むようになる。

(3)エレ 17:9(人の心は何よりも陰険で、それは直ら
ない。だれが、それを知ることができよう)
・人間は元々罪を宿している者である。

2)完全無能力－ローマ 3:10-12(「義人はいない。ひと
りもいない。悟りのある人はいない。神を求める人

はいない。すべての人が迷い出て、みな、ともに無

益な者となった。善を行なう人はいない。ひとりも

いない。」)
(1)人間の能力が無能力になっている。
(2)神様の目では正しいと思える人はいない。
(3)子供より大人が、昔より今の人の心が腐敗してる

3)サタンの奴隷－エペソ 2:1-3(あなたがたは自分の罪
過と罪との中に死んでいた者であって、そのころ

は、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、

空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子ら

の中に働いている霊に従って、歩んでいました)
(1)人間はサタンの奴隷となり偶像を拝んでいる。
－人間はサタンに騙され、滅びの道に行っている。

(2)サタンは罪を犯させるようにしている。

▲自分の力では罪から解放されないので、罪を犯させる

サタンを砕いた真の王のキリストを信じるべきである。

1)マタ 4:1－10
(1)キリストは悪魔の誘惑を 3回受けたが勝利した。
(2)キリストは悪魔の誘惑の武器を奪って勝利した。
(3)悪魔の誘惑の方法－Ⅰヨハネ 2:16(すべての世にあ
るもの、すなわち、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自

慢などは、御父から出たものではなく、この世から出

たものだからです)－悪魔は欲・罪の中に陥らせる。
2)創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、またおまえ
の子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼はおまえ

の頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく)
(1)キリストはサタンの頭を踏み砕かれた。
－サタンの頭が打ち砕かれてサタンから解放される

(2)自分の力では聖なる者になることは出来ない。
－悪魔は私たちに罪を犯させる。

(3)悪魔が打ち砕かれてこそ罪を犯さないようになる。
(4)1ヨハ 3.8(罪のうちを歩む者は悪魔から出た者で
す。悪魔は初めから罪を犯しているからです。神の子

が現われたのは悪魔のしわざを打ちこわすためです)
①キリストは十字架にかけられ罪を犯させる悪魔の

頭を踏み砕かれた。

②エレナイオス(使徒ヨハネの弟子の次の弟子)は
キリストがこられたのは悪魔と戦うためと言った。

(5)罪を犯させる悪魔に対して敵意を持つように。
3)レビ記 17:11(なぜなら、肉のいのちは血の中にあるか
らである。わたしはあなたがたのいのちを祭壇の上で

贖うために、これをあなたがたに与えた。いのちとし

て贖いをするのは血である)
(1)罪を犯したとしても、祭壇に血を携えて血を献げる
時に赦されることができる。

(2)キリストの血によってこそ完全に罪を赦された。
－ヘブル 9:12(また、やぎと子牛との血によってでは
なく、ご自分の血によって、ただ一度、まことの聖所

にはいり、永遠の贖いを成し遂げられたのです)
－キリストは十字架に架かり永遠の贖いをされた。

(3)私たちは罪を憎むように。

▲どうすれば聖く生きることが出来るか。自分

の力ではできないのでキリストを主人とする

1)キリストが主人
(1)キリストを自分の王として迎えるように。
(2)主人を変えることが悔い改めである。
－イエス様が主人になっていないので悪魔

が攻撃をして罪を犯させるからである。

(3)キリストが主人になると、未来の生活や
経済も心配をする必要はない。

(4)イエス様が王であることを意識してこそ
キリストを主人とすることが出来る。

2)祈り－マタイ 26:41(誘惑に陥らないように、
目をさまして、祈っていなさい。心は燃えて

いても、肉体は弱いのです)
(1)私たちの主人はキリストが主人であるの
で問題の時にもキリストを主人にして祈る。

－サタンに完全に勝利をすることが出来る。

3)御言葉－エペソ 6:17(救いのかぶとをかぶり、
また御霊の与える剣である、神のことばを受

け取りなさい)
(1)悪魔の誘惑に御言葉を通して勝利する。
(2)詩篇 1:1-2(まことに、その人は主のおしえ
を喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ)
①夜も昼も御言葉を黙想をすると勝利する

②御言葉を黙想すると精神,肉体も癒される
③御言葉を脳に刻印をするように。

▲結論－ローマ 12:1(あなたがたのからだを、
神に受け入れられる、きよい、生きた供え物

としてささげなさい。それこそ、あなたがた

の霊的な礼拝です)
①サタンは新しい家族を攻撃する

－新しい家族が悪魔の奴隷に戻らないよう

にＥＢＳ要員を中心に導くように。

②悪魔は重職者が教会・牧師に葛藤を持つ

ようにさせて神様に献げれないようにする

－主の前で私の全てを献げることが出来る

ように。



区域地教会（2019 年 6 月 30 日～2019 年 7 月 6 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「罪を犯させるサタンを滅ぼしたキリスト」（レビ記 19:1-4）

【讃美】 214 すくいぬしの愛と

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ
1. 認可保育所(60 人)が名古屋市から選定を受けました。

施設工事のため続けてお祈りお願いします。

2. 大阪桃谷教会堂購入のためにお祈りをお願いします。

3. 磐田教会の購入のためにお祈りお願いします。

4. 7/1(月)-2(火)集中呼吸いやしセミナー

講師:金ミエ伝道師 参加費:3,000 円

5. 7/15(祝･月) 胎嬰児修練会

講師:チェジョンウク牧師 参加費:2,000 円

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


